
経済学研究科における学位論文に係る評価に関する基準 

修士課程 経済専攻 
○学位論文が満たすべき基準 

修士論文は、経済学、統計学、地域研究、経済史のいずれかの学問領域における基礎的な概念、理論、

実証成果、実践的含意等々に関する専門的な知識および理論的、実践的かつ総合的な洞察力と応用力を

有していると評価されるもので、意義のある研究課題の発見と論証が行われていると認められるもの

でなければならない 
○審査委員の体制 

・審査は指導教員が所属するコースが担当する 
・各コースは審査委員 3名（主査 1名を含む）を選出する 

・主査は、審査委員から選出し、原則、指導教員が務める 

○審査の方法 
・審査委員会は、論文の審査および口述試験（最終試験）を行う 



修士課程 マネジメント専攻 
○学位論文が満たすべき基準 

修士論文は、経営学、数量ファイナンスのいずれかの学問領域における基礎的な概念、理論、実証成

果、実践的含意等々に関する専門的な知識および理論的、実践的かつ総合的な洞察力と応用力を有して

いると評価されるもので、意義のある研究課題の発見と論証が行われていると認められるものでなけ

ればならない 
○審査委員の体制 

・審査は指導教員が所属するコースが担当する 
・各コースは審査委員 3名（主査る3


